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ア
メ
リ
カ
経
営
学
の

一
動
向
(三)

[i1[， 

旗

武

彦

t工

し

カ1

き

前
々
号
に
沿
い

τわ
れ
わ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
経
世
門
学
の
理
論
化
へ
の
反
省
が
、
企
業
の
行
動

ω全
徐
と
し
て
の
州
一
解
の
方
向
?
辿
り

つ
つ
あ
る
と
と
、
而

L
て
と
れ
に
関
連
し
て
組
織
体
'
と
し
て
の
企
業
の
研
究
が
住
円
吉
れ
る
に
至
る
こ
と
を
指
摘
し
、
組
織
論
の
研
究

動
向
を
、
そ
の
統
合
化
の
方
向
と
の
関
連
か
ら
問
題
と
し
、
そ
の
代
表
と
し
τ
7
1
干
と
サ
イ
一
万
ン
の
組
織
論
(
法
山
決
定
情
的
按
近
)

を
と
り
あ
げ
、
そ
の
特
徴
を
概
観
し
た
。
次
い
で
前
号
に
お
い
て
は
、
マ
ー
チ
と
サ
イ
モ

γ
以
外
で
組
織
の
統
令
即
論
を
展
開
す
る
も

の
と
し
て
ム
ハ
ワ
イ

1
、
チ
ヤ
フ
ル
、
ヤ
イ
ル
ズ
心
組
織
論
(
相
互
竹
用
論
的
接
近
)
の
特
徴
主
概
観
し
た
。
組
織
の
統
合
原
論
と
し
て
は

と
の
ほ
か
に
名
目

E
当
ロ
の
仕
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
か
か
る
組
織
論
の
新
ら
し
い
展
開
が
管
理
論
の
一
発
肢
と
い
か

r結
び

つ
き
、
貢
献
す
る
か
と
い
う
大
き
な
問
題
が
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
で
残
さ
れ
て

h
る
。
従
っ
て
以
下
で
は
ま
ず
ザ
フ
ラ
ウ

γ
む
仕
事
を
そ

の
特
徴
に
つ
い
て
概
観
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
組
織
論
の
新
ら
し
円
艮
開
と
管
理
論
と
の
関
連
に
つ

w
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
エ
う
。

註
川
プ
ラ
ウ
ン
の
門
名
目
。
さ
な
2

2
ミ
ロ
王
宮
司

~zr戸
田

g
は
、
ブ
ラ
ウ
ン

M
m
c
o
社
長
で
あ
る
〔
£
-
P
5
2
出
己
主
門
戸
(
H
C
己〔

]
E
)
G
の
刊

北
目
や
訴
肝
臓
に
芯
く
結
果
で
あ
る
か
ら
正
時
に
は
ア
メ
リ
み
の
産
物
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
↑
)
門
会
判
に
つ
い
て
は
、
叶
r
X
2
0
m
H
E
v
h
σ
口
百
円

向。ぺ

C
M
。
ロ
百
ロ
1
5
E
』
ロ
タ
円
。
E
官
E
m
p
H
r
H
P
E

と
密
接
な
閑
辿
を
も
っ
(
主
も
に
純
弘
同
G
E
E
ロ
己
主
』
O
E
か
発
行
し
て
し
る
〉
目
5
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ア
メ
リ
カ
経
早
川
学
の
一
動
向
付

第

九

二

者

ヌL

心

第
一
日

ームノ、

H
m
Z
一回切片
2
r
H
E
Z
E
M件
。
守
司
同
E
コ
吉
国
己
E
E回
∞
一
(
[
。
ロ
号
ロ
)
に
よ
っ
て
今
這
に
多
く
り
調
主
研
究
が
続
け
ら
れ
て
き
て
い
る
(
そ
の
結
果
は
既

に
何

FfMAリ
タ
吋
主
門
川
お
お
h
z
h

円
三
宮
ミ
ミ
ミ
可
号
、
ミ
い
て
ヨ

HU己、

E
立
。
之
内
向
量
Z
S
G
S
N
。
¥
国
立
、
。
三
時
Z
E
V
J
E閉
め
な
ど
と
し
て
公
表
さ

れ
て
い
る
)
り
み
な
り
ず
、
こ
の
山
口
心
ア
メ
リ
カ
で
の
則
投
い
は
、
事
U
1
k
同
制
内
の
仕
事
と

λ

泣
く
同
慌
と
み
な
さ
れ
て
い
れ
ω

心
で
こ
こ
で
と
り
あ

げ
る
こ
と
と
ず
ゐ
。

新
ら
た
な
組
織
論
の
展
開

(3) 

フ
ラ
ウ

γ
の
一
タ
ス
ク
・
ア
。
ブ
ロ
ー
チ

に
、
長
年
日
経
vH
経
験
か
ら
一
件
古
川
さ
れ
た
ぷ
本
的
思
考
、

ブ
ラ
ウ
ン
は
今
日
山
経
常
研
究
の
乱
状
に
賊
し
て
、
そ
れ
が
確
立
さ
れ
た
一
般
現
論
を
も
っ
と
と
の
必
要
性
主
強
調
し
、
そ
の
た
め

す
な
わ
ち
タ
ス
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ

(
E件
名
古
吋

EnF)
に
基
ド
て
組
品
川

人
川
を
扶
開
す
る
υ

経
常
組
織
は
、
本
来
モ
の
経
併
柄
到
の
最
適
な
遂
行
の
た
め
に
存
在
す
る
も
の
だ
が
、
仕
事
す
H

同
体
た
え
ず
変
化
す
る
か
ら
モ
れ
に
適

応
し
え
志
い
組
織
は
存
在
し
え
な
い
。
従
っ

τ、
経
営
に
と
づ
て
の
基
本
的
た
問
題
は
、
か
か
る
適
応
の
課
題
を
果
す
た
め
に
よ
り
工

い
組
織
を
け
両
し
、
一
弘
組
織
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
己
れ
を
可
能
と
す
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
組
織
白
機
械
理
論
」

h
T

「
人
間
関

係
論
」
の
い
ず
れ
で
も
な
い
タ
ス
ク
・
ァ
。
ブ
ロ
ー
チ
な
の
で
あ
句
向
。
と
の
タ
ス
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ブ
ラ
ウ
ン
は
次
の
ご
と
く
表
現
す

「
有
効
た
組
織
は
、
な
さ
る
司
へ
き
仕
怪
、
そ
の
仕
引
を
す
る
の

r利
用
さ
れ
る
資
源
や
技
術
の
両
数
で
あ
る
。
従
つ
で
生
産
方
決

る。の
変
化
は

J
4
0
H
Y
B
F
ω

の
数
、
モ
の
一
円

o
-
g
m
間
の
仕
下
の
配
分
お
よ
び
そ
の
相
互
関
係
に
変
化
を
も
た
ら
す
。
仕
事
正
組
織
の
間

の
閃
係
人
古
川

b
か
に
認
識
し
た
い
こ
い
ど
が
正
し
〈
な
い
様
々
な
仮
I
E

正
社
生
ぜ
し
め
る
。
す
な
わ
ち
最
適
な
組
織
は
、
そ
の
在
か
の
人
々
、

終
日
者
凶
人
柄
LR
よ
ぴ
認
思
決
定
、

さ
b
に
は
集
権
、
分
権
の
如
川
に
よ
る
な
ど
が
モ
れ
で
あ
る
の

わ
れ
わ
れ
は
、

今
迄
心
経
験
か



ら
、
最
適
な
組
織
と
は
、
既
山
地
の
ご
と
く
、
な
さ
る
べ
き
仕
事
平
利
用
さ
れ
る
技
術
お
よ
び
資
源
の
分
析
か
b
導
き
出
さ
る
べ
き
も
の

だ
と
考
え
る
に
至
っ
て
い
る
」

U
o
か
く
し
て
タ
ス
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
外
界
の
状
況
の
変
化
を
前
提
と
し
、
そ
の
変
化
に
組
織

を
適
応
さ
す
ベ
く
、
し
た
が
っ
て
経
常
の
な
す
へ
き
活
動
と
組
践
と
の
聞
の
関
係
を
、

仕
事
(
そ
こ
に
用
い
ら
れ
ゐ
技
術
や
資
源
心
事
情
も

でめ
は t~
h当

u::> 
刀、 i.:t:;

る?モ

さ iE
ZT 
- て
ふ把
ノ握
p 

G 

ヲ一 回

の主主
*¥"， :i早
骨組
T 市fJl;
での

U7主
体山

的 ;Z
Mこ 画

は L
主日
何再
なj[]

t子
に心
見 を
出意
せ f司
るす
白 る
7うゐ 31. 
。場

こ と
れい

竿 う
ま 戸

ずと
、ヵ;

組で
織さ
O~ る
職 O

能
分

化
に
基
く
外
形
的
構
造
に
つ
い
て
み
る
と
、
タ
ス
グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
外
界
心
状
況
白
変
化
へ
心
適
応
を
強
調
す
る
い
は

t
v悦
服
し
て
、

経
営
の
県
本
的
活
動
の
な
か
に
、
製
品
の
研
究
と
開
発
(
同

2
0
2
5
自
己
ロ

2
巳

8
E
E汁
)
を
含
め
、

モ
れ
に
製
造
、

販
売
の
て

つ
の
日
動
を
加
え
、
し
た
が
っ
て
経
常
組
制
の
法
本
的
部
門
惜
成
昔
、
如
上
白
一
一
キ
つ
の
ヤ
一
要
業
務
令
官

E
吉〕

E
7
4
2
5
の
遂
行
と

の
関
連
か
ら
と
ら
え
て
い
る
点
に
第
一
の
特
徴
主
見
出
す
と
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
か
か
る
七
一
長
業
務
辻
、
そ
の
遂
行
に
際
し
て
、
特
定
の
技
術
平
一
定
心
計
画
に
基
い
て
、
人
々
に
上
つ
で
遂
行
さ
わ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
モ
の
合
川
地
的
遂
行
む
た
め
に
は
、
少
く
と
も
技
術
、
企
画
、
人
事
と
い
、
つ
三
種
の
存
門
的
知
識
(
年
門
業
務
、

4
2
E
Z

4
2
r
・
肘
涛
-
能
川
来
訪
の
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
訂
正
の
助
力
を
必
要
と
す
る
己
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
而
も
モ
の
功
力
は

E
要
業

6
 

務
の
各
附
層
旬
に
州
ワ
b
m
M
の
相
何
度
で
必
要
と
、
な
る
υ

そ
の
京
情
は
左
の
ご
と
く
関
川
さ
れ
る
ヘ
二
八
一
日
。
以
上
は
い
わ
ゆ
る
部
門
構
成

と
hv
う
観
点
か
ら
み
た
組
織
の
外
形
的
構
造
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
モ
白
内
固
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
を
進
め
て
行
く
と
、
各
部
門
は
、

経
常
活
動
の
委
任
と
分
担
に
よ
っ
て
形
成
古
れ
る
当

2
r
z
-
2
の
網
の
日
た
る
執
行
体
系

(
Z
O
B
u
z
z
-
o自
)
を
構
成
し
て
い

る
。
か
か
る
執
行
体
系
内
の
関
係
と
機
能
を
規
定
す
る
も
の
は
、
基
本
的
に
は
ポ
リ
ジ
ィ
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
柄
完
す
る
も
の
と

し
て
の
諸
規
程
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
各

4
5
H
r
z
k
同
の
関
係
と
し
て
と

b
え
る
と
、
き
わ
め
て
多
様
た
相
互
関
係
心
型
が
見
出
せ
る
。

ア
メ
リ
カ
経
刊
行

S
J
U
「
動
向
付
開

第
九
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九
寸
二
巻

ず
な
tJ 
ら

司

f官
F 

Q) 

閑
{モ0) さ
ス
グ
ツ

フ

関
係

連
帯
関
係

わ。
ロ

第
二
号

ノ一、

]

C

H

ロ
件
同
⑦
-
戸
汁
H

。ロ山町}同】日
U
印
、

附
随
関
係
、

7
2
2
F目
。
ロ
持
刈
己
主

5
ロ

討 る与

す諸"
る 関ろ
の 係サ
もを l
プ 実ヴ

ヲ 体 イ

ウ tてス
ン即 閑
c) L 13長
ア て、
プ、!~~

ロ従 7~
1 来閑
ヲの係
の う士ナょ
年'J 有7ど
微工が
の りそ
ーもれ
てコ ょ、で
で削、あ
あ 詳 り
る!肉、細
。'IZ:うミ

例検か

え
ば
、
連
山
町
関
係
と
は
、

一
人
目
符
担
者
が
少
〈
1r一
も
二
人
あ
る
い

は
そ
れ
以
上

ω
ス
タ
ッ
フ
を
村
つ
場
行
で
あ
れ
J

(

次
直
上
聞
)
、
附
随

関
係
と
は
ス
タ
ッ
フ
日
山
と
、
そ
の
阿
僚
ム
ナ
る
併
理
者
B
お
よ
び

B
の

上
司
A
の
ス
タ
ッ
フ
た
あ
M
止
の
羽
係
で
あ
る
〈
次
以
下
問
)
。

執
行
体
系
は
上
述
の
ご
と
さ
関
係
枇
念
(
部
門
の
聞
係
や
各

d
Z
H
W

E
E
聞
の
関
係
)
に
よ
っ
て
分
析
で
き
る
と
と
も
に
、
階
陪
の
形
成

と
い
う
観
点
か
ら
も
分
析
が
司
能
で
あ
る
。
そ

ω
場
合
ブ
ラ
ウ
ン
は
、

謡、

E
r
g
-
o
b礼
二
つ
の
内
容
、
す
た
わ
ゆ
り
仕
事
の
内
容
が
判
ら
か
の

方
法
(
例
え
ば
前
述
内
ポ
り
シ
イ
や
諸
規
程
)
で
予
め
定
め
ら
れ
て
い
て
、

思
慮
選
択
の
余
地
の
な
い
も
の
守
耳
目
ロ

σ
E
4
2
3
と
、
田
山
嵐
選

択
が
ι

要
す
る
も
の
(
岳
百
円
立
百
一
口
戸
34
示、

2
ご
と
か
ら
な
る
も
白
と

し
て
と
ら
え
る
か
ら
、
執
行
体
系
の
各
階
隔
は
、
か
か
る
思
慮
選
択



θ 

@ 
の
重
要
度
の
い
か
ん
に
基
円
て
か
な

り
客
観
的
に
分
類
で
き
る
も
の
と
考

え
る
。
す
た
わ
ち
思
慮
選
択
の
重
要

度
は
、
あ
る
人
が
一
一
止
の
意
思
決
定

を
行
い
、
上
司
に
よ
づ
て
そ
の
決
定

が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
ま
で
の
最
長
責

任
時
間

(
B
E
H
E
Eロ
古
日
?
品
目
)

ー
人

ωで
測
定
で
き
る
は
ず
で
あ
り
、
か
か

る
分
析
結
果
を
、
各
階
層
侍
に
公
平

と
思
わ
れ
る
俸
給
も
モ
え
て
次
頁
表

の
ご
と
〈
例
一
示
し
て
い
る
。

以
上
は
執
行
体
系
と
の
関
速
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
た
タ
ス
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
諸
特
徴
で
あ
る
が
、
環
境
と
の
関
連
#
重
視
す
る

A 

プ
ラ
ウ
ジ
は
、
さ
ら
げ
経
営
組
織
の
全
体
的
把
握
に
つ
い
て
き
わ
め
て
特
徴
の
あ
る
見
解
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
ブ
ラ
ウ
γ
に
よ
る

と
、
経
営
者
が
執
行
休
系
に
基
W
て
経
営
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
執
行
体
系
を
め
ぐ
る
種
々
の
利
害
関
係
集
問
が
経
営
者

の
行
う
詩
決
定
を
制
約
す
る
も
の
と
し
て
存
在
し
、
そ
れ
が
無
視
し
え
な
い
勢
力
企
行
使
す
る
。

ζ

の
利
害
関
係
集
問
の
う
ち
、
特
陀

重
要
な
の
は
、
労
働
組
合
平
職
場
委
員
な
ど
か
ら
な
る
代
表
体
系
(
目
官

2
2
z
t
2
4
ω
耳
目
)
、
株
主
集
悶
パ
そ
の
意
見
を
代
去
す
る

取
締
役
会
)
、
お
よ
び
顧
客
集
団
で
あ
Q

。
も
と
よ
り
と
れ
ら
は
正
の
勢
力
行
使
の
方
法
や
程
度
に
治
い
て
必
ず
L
も
一
義
的
に
規
定
し

ア
メ
リ
カ
経
常
JV
の
一
動
向
科

第
九
十
二
巻

Jc 

第

)c 
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ア
メ
リ
カ
経
約
半
の
一
動
山
日
開

第
九
十
二
巻

第
一
一
号

に〉

j' 1500-2800 P. A 1--..2:ijミ3 

機世[

プL
l生i

が
た
い
。
し
か
し
経
営
者
が
州

b
か

ω変
革
を
も
た

b
す

ょ
う
た
決
定
を
行
わ
ね
ば
友
ら
ず
、
し
か
も
そ
れ
が
重
要

な
影
響
を
も
た
ら
寸
よ
う
な
場
合
へ
し
た
が
っ
て
経
世
者
が

日
八
引
に
与
え
ら
れ
て
い
る
杭
限
の
限
界
右
越
え
た
決
定
と
感
ず
ゐ

場
合
〉
に
は
、

権
限
の
一
肱
大
は
、
種
々
の
一
方
法
、
例
え
ば

会
合
、
取
締
役
会
、
株
主
総
会
、
従
業
員
代
表
と
の
会
合

山
、
日
山
町
什
の
以
応
の
テ
ス
ト
た
ど
を
辿
し
て
行
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
が
、
か
か
る
過
程
に
沿
い
て
経
営
者
は
、
執
行
体
系

問と
に己
イ"1 れ
b ら
~、 cコ

0) 勢
相 力
耳 茸i
1'1"団
Itl の
が 間
働
くさ
己 b
と tて
をは
知 勢
る1幻JJ

G 集

而 問
し相
て-JJ:

か
か
る
相
互
作
用
は
木
質
的
に
立
法
的
た
自
格
を
も
つ
か

けら
E 、。}

」

ミオL

~ b 
己 0コ
)相

と互
呼 fe
J<l5l用
。の

し休
た系
古;を
つ ¥f
て 法
経休
営系
d庁公
理 d2
に E
と干

つ
て
の
組
織
の
意
味
は
、
単
に
執
行
休
系
に
限
定
さ
れ
な
い
(
ま
に
代
中
古
体
系
と
執
行
体
系
と
か
ら
な
る
形
式
的
な
立
法
体
系
に
も
限
定
さ
れ
な

い
)
、
か
か
る
利
害
関
係
集
団
の
相
互
作
用
主
モ
の
な
か
に
合
む
立
法
体
系
に
ま
で
拡
大
し
て
理
解
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る
。
こ
れ
に
類
ず
る
主
張
は
、
今
迄
に
も
漠
然
た
る
形
、
な
い
し
は
き
わ
め
て
一
般
的
長
表
況
と
し
て
旧
え
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
わ

け
で
も
た
い
。
し
か
し
ブ
ラ
ウ
ン
臼
如
く
、
会
社
の
ポ
リ
シ
イ
に
明
記
し
、
経
岱
管
理
の
基
本
的
指
針
と
し
て
心
組
織

ω回
日
解
に
資
モ



う
と
す
る
例
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
一
た
い
心

か
か
る
組
織
の
全
体
的
理
解
の
方
法
は
、

い
わ
ゆ
る
オ

l
プ
ジ
・
ジ
ス
テ
ム
理
論

(
Q

司色

Z
E
。S
F
2
4
)
に
ほ
か
在
ら
な
加
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
タ
ス
ク
・
ア
プ
ロ

l
t
y
が、

そ
の
当
然
の
帰
綜
と
し
て
、

、
、
〕

E
F

泊
丹
F
U
オ

l
ヲ

γ
・
7

丸
一
ナ
ム
理
論
を
展
開
す
る
に
予
っ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
と
こ
ろ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
よ
り
ブ
ラ
ウ

γ
の
タ
マ
ハ
グ
・
ア
ブ
ロ
ー
チ
と
は
、
外
界
の
変
化
に
対
す
る
組
織
の
適
応
と
い
ろ
基
本
的
課
題
を
果
寸
た
め
に
、

す

l
プ
γ
・
シ
兄
テ
ム
理
論
を
モ
む
背
景
に
も
ち
、
上
り
具
体
的
に
は
部
門
構
成
に
新
ら
た
な

1
夫
?
ほ
ど
こ
寸
の
み
で
た
く
、
執
行

体
系
に
お
け
る
名
詞
1
2
r
s
z
a
を
、
他
的
一
者

CHrHC]2
と
の
関
係
干
、
各

4
2
2
r
E
-
o
の
意
思
決
定
の
内
容
た
ど
に
注
目
し
た

が
b
、
モ
の
活
動
の
実
体
に
即
し
℃
分
析
し
、
か
く
し
て
明
ら
か
に
た
っ
た
「
現
存
紺
織
」

(
Z
Z
E
。£
E
E
Z吉
田
)
の
認
識
の
上

に
立
っ
て
、
モ
れ
を
望
ま
し
い
「
必
要
組
織
」

(
E
A自
己
宮
司
間

E
E
E
Eロ
)
に
改
持
し
て
ゆ
己
う

p
す
合
点
に
持
叫
慨
を
も
っ
ア
プ
ロ

し
た
が
っ
て
「
去
不
組
織
」
(
日
目
立
の

E
O同
m
E
E
E
5ロ)
h

T

「
総
像
組
織
」

(
E
E日
E
C
H回
目

E
E
Eる
の
分
析

r止
っ
た
伝
統
的
組
織
論
阜
、
、
》
一
の
修
正
と
し
て
の
人
間
関
係
論
的
接
近
と
は
刷
ら
か
に
具
る
も
の
一
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
そ
の
一
向
者

η
 

の
一
統
合
を
前
述
日
ご
と
き
組
織
活
動
の
実
体
分
析
の
な
か
に
呆
そ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
c

ー
チ
で
あ
る
。

註川

W
4
5
F
E
J〈
口
、
同
も

P
E
E
。S
言
己
主
是
主
主
主
呂
町
戸
沼

H
J
坦

ω
E丘
一
司

N
U

川山内

HE札
匂

司

日

∞

i
t
w

川円

H
O
E
-
H
V目
ν

戸
島
品
一
戸
恥
⑦

的

W

E

主
同
)
]
怠
な
お
一
」
れ
ら
の
一
一
専
門
業
務
の
円
」
件
の
詳
細
は
日
V
M
V
H
g
i
H
4
N

審
問
。
か
か
る
専
門
業
務
の
分
化
に
関
連
し
て
当
性
、
財
務
や

杭
国
と
い
わ
れ
る
業
務
を
い
か
に
之
ら
支
る
九
日
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
業
務
は
、
取
締
役
会
に
刻
L
て
、
経
世
全
休
の
前
動
の
財
務
資
料
の
蛇

ア
メ
リ
カ
経
営
苧
の
一
助
白
川
円

第
九
J
l

一一世

九
γl 

第
二
円
一
J



ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
一
動
向
同

第
九
十
二
巻

プL
Yて

第

号

査
に
基
い
て
堀
内
令
す
る
と
い
う
一
種
の
硲
占
的
業
務
で
あ
り
、
本
文
で
既
述
し
た
各
部
門
で
構
成
さ
れ
る
執
行
体
系
(
何
百

E
t
z
m
g吉
田
)
に

対
し
て
は
、

2
A川
の
支
払
、
人
事
一
右
犠
の
保
存
、
デ
ー
タ
の
分
析
と
処
理
、
ク
レ
ヂ
ァ
ト
の
記
録
と
報
告
と
い
う
よ
う
な
広
範
な
サ
l
ゲ
ィ
ス
を
提

供
す
る
と
い
う
、
他
の
専
門
業
務
、
と
は
若
し
く
具
る
特
碍
業
務
で
あ
り
、
金
銭
問
題
を
取
扱
う
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
間
活
動
の
経
抗
的
な
指
導

に
は
医
接
関
守
し
な
い
ト
川
も
注
円
さ
れ
る
(
巳
匙

-
2
u
当
日

l
3
3
0

例
目
見
↑
問
〕
]
日
ロ

切
な
お
か
か
る
外
形
的
構
造
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
製
品
別
相
織
(
官

o
E
2
。
品
目
回
目
立
。
ろ
か
、
過
程
別
組
組
門
官

0
2
2
2ぬ
P
E
N
-
5
E

か
の
同
屈
も
、
創
立
お
よ
び
能
率
と
い
う
観
点
か
ら
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
前
者
の
笹
位
を
認
め
て
い
る
が
(
回
忌
沼
〉

Ha呂
町
〉
、
こ
こ
で
は
省

略
す
る
。

的
ポ
り
シ
イ
の
買
要
性
を
強
調
タ
る
の
も
本
書
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が
(
」
日
尚
子
}
U
H
N
)
、
分
桂
、
集
結
の
問
題
も
か
か
る
ポ
リ
シ
イ
(
す
な
わ

ち
部
下
り
目
慮
、
遺
沢
の
枠
の
設
定
)
と
の
関
述
か
ら
論
じ
て
い
る
(
同
守
札
口
問
一

2v
明
日
回
目
)

D

川
w

例
え
ば
上
司

E

部

F
の
聞
係
に
つ
い
て
も
、
タ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
の
称
果
、
第
一
線
監
督
者
の
I

見
の
業
務
を
発
凡
す
る
に
主
っ
た
事
情
を
詳
述

し
て
い
ゐ
(
国
乾
一
司
句
可
申
忌
日
〉
。

川
円

NGNA州
司
司

M
G日
l
l
H
U
団

ω
』

1
0
止
-

H

V

M

寸
な
お
批
長
責
任
時
間
(
日
百
回
目
己
目
立

H
H
5
4
2
)
に
よ
る
職
務
内
容
の
削
定
に
つ
い
て
は
、
開

HP』
回
目
が

~-AE話
、
草
室
内

。H
出向旬、
Q
S
M
さと柏町、

S

乱
立
町
内
、
ミ

8
ミ
FHXNいてミ
E
町一

E
正
室
長
三
九

x
t
E方向
E
守
、
呂
志
に
お
い
て
詳
述
し
て
お
り
、
筆
者
も
こ
れ
を
「
経
営

組
織
に
お
け
る
穴
刊
の
測
定
」
(
続
出
セ
ミ
ナ
ー
、
附
和
三
十
二
年
八
月
)
に
甘
い
て
紹
介
し
つ
つ
検
討
し
た
ω

M

W

=

丘
町
古

N
D
同
日
目
な
お
か
か
る
代
表
体
系
は
必
ず
し
も
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
ハ
目
見
、
司

N
C
M
)
G

M
W
H
~
江
九
日
回
目
回
目
。

川円

H
O
N
R尚
一

目

V
M
V
N
N
@
出
ω
C

同
」
「
E

F

H

V

司
N
U
D
l
N
ω

目
立
法
的
と
い
わ
れ
る
の
は
、
勢
力
集
団
の
相
互
作
川
が
会
社
の
ポ
リ
シ
イ
に
彫
塑
を
及
ぼ
す
た
め
で
あ
る
。

同
プ
ラ
ワ
ン
は
、
「
寸
法
体
系
の
存
在
を
存
定
す
ゐ
こ
と
に

k
っ
て
、
作
品
々
は
経
営
権
り
源
泉
を
洞
察
し
え
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
薪

県
と
し
之
の
経
営
の
独
裁
的
行
為
は
決
し
と
よ
続
し
え
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
、
「
我
々
は
存
在
す
る
も
の
の
札
実
を
、
そ
れ
が
好
む
と
否
と
に
か



か
わ
ら
ず
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
強
調
す
る
(
昆
丘
一
市
医
ど
。

M
W

か
か
る
タ
ス
ク
・

7

プ
F

l
チ
は
、

H
m
w
d
z
z
n
w
E
E芹
昇
。
の
開
戸
叶
口
洋
に
よ
る
と
、
組
織
に
対
す
る
従
来
の
一
一
つ
の
主
要
な
ア
プ
ロ
↓

チ
、
す
な
わ
ち
「
組
織
の
機
械
理
論
」
、
「
人
間
関
儲
諭
t

を
統
合
す
る
第
二
の
ア
プ
ロ
チ
と
い
わ
れ
る
(
邑
五
一
可
。
目
当
。
邑
-ME〉。

組

織

論

と

管

理

論

以
上
一
一
号
に
わ
た
っ

τ新
ら
し
レ
組
織
論

ω
削
究
動
向
の
た
か
で
特
に
注
目
さ
れ
る
三
つ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
を
紹
介
し
、
そ
の
特
徴
を

概
観
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
マ

l
チ
と
サ
イ
モ

γ
心
品
。
2
E。
ロ
自
己
ロ
ロ
岡
山
廿

]
U
2
2
F
は、

組
織
を

ι
2
5
0ロ
ー
自
己
目
同
た
る
人
々

(
欲
末
、
動
機
な
ど
を
も
ち
、
し
か
も
習
得
ん
や
同
組
解
決
の
知
識
お
よ
び
能
力
に
限
り
の
あ
る
人
々
)
に
よ
っ

τ榊
成
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
し

て
と
ら
え
、
従
っ
℃
か
か
る
人
々
(
経
付
人
)
の
意
思
決
定
白
メ
カ
一
一
ズ
ム
や
過
程
を
、
動
機
要
国
や
認
誠
要
附
に
注
目
す
る
こ
と
に

主
っ
て
詳
細
川
に
分
析
し
、
モ
れ
に
よ
っ
亡
組
織
的
行
動
を
統
一
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ホ
ワ
イ
ト
、
チ
ャ
プ

セ
イ
ル
ズ
な
ど
山

HE耳
目
立
。
E
E
若
宮
S
与
は
、
組
織
を
環
境
要
悶
白
影
響
下
に
あ
る
人
々
の
相
互
作
用
(
い
わ
ゆ
る
イ
ン

ノレフ

r
l
マ
ル
な
閑
係
も
当
然
合
ま
れ
る
)
の
一
ジ
ス
テ
ム
と
し

τと
b
ぇ
、
従
コ
て
か
か
る
相
互
作
用
の
観
察
・
測
定
に
基
く
相
互
作
用
心
パ

タ
l
y
一

ω把
揮
を
通
し

τ組
織
的
行
動
を
解
明
し
工
う
と
し

t
い
た
。
最
後
に
、

w-
プ
ラ
ウ

γ
り

Z
許
弓
日
U
E
P与
は
、
組
織
を

環
境
要
因
心
影
響
下
に
あ
る
社
会
・
技
術
体
系
(
百
日
中
古
号
E
E
-

2々
0
E
)
と
し
て
と
ら
え
、
従
コ

τか
か
る
社
会
的
・
技
術
的

要
悶
の
具
体
的
結
合
物
た
る
タ
ス
ク
の
実
体
に
即
し
七
分
析
(
ム
し
一
位
押
活
動
の
実
体
分
析
も
合
め
亡
)
士
通
し
て
組
織
的
行
動
を
よ
り
現
実

的
に
解
明
し
よ
う
と
し
て

W
た
(
ブ
ラ
ウ
ン
り
所
論
に
は
、
意
思
伏
定
論
的
措
近
、
相
互
作
則
論
的
接
近
が
か
な
り
の
程
度
導
入
さ
れ
て
い
る
と
と

も
に
、
主
要
業
務
や
専
門
業
務
の
と
ら
え
方
、
オ
ー
プ
ン

シ
ス
テ
ム
川
止
命
心
具
体
的
民
間
な
E
、
新
ら
し
い
組
織
論
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
具
体
的

ア
メ
リ
カ
経
科
学
の
一
動
凡
伺

第
力
十
二
番

九
上二

第

号



ア
メ
リ
カ
粧
官
学
の
一
動
向
付

第
力
十
二
巻

九
ノーに

第

号

位且

内
容
が
も
ら
れ
て
い
る
乙
と
は
注
目
に
値
す
る
〉
。

モ
こ
で
次
民
間
越
と
な
る
の
は
、

こ
の
考
察
の
初
め
に
(
九
一
幸
第
有
号
に
)
、

寸

l
チ
と
サ
イ
モ
γ
の
了
。
ノ
ロ

1

チ
と
の
関
連
か
ら

提
起
し
た
い
わ
ゆ
る
残
さ
れ
た
諸
問
題
に
対
し
て
他
心
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ど
の
よ
う
な
解
答
を
州
怠
し
亡
い
た
か
、
ま
た
こ
れ
ら

の
三
つ
白
ア
プ
ロ
ー
チ
が
い
ず
れ
も
何
b
か
の
意
味
で
組
織
白
統
合
理
論
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
モ
心
開
白
関
係

を
如
何
に
理
解
し
た
ら
よ
い
り
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
で
あ
る
程
度
指
摘
し
て
き

た
か
ら
重
複
士
吉
け
る
た
め
に
こ
じ
で
は
省
略
す
る
己
と
と
し
、
第
二
の
点
、
す
な
わ
ち
組
織
の
統
合
理
論
と
し
℃
の
性
格
の
問
題
に

ふ
れ
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う

ス
テ
ム
概
念
を
念
頭
に
治
吉
一
つ
つ
、

こ
の
点
で
参
考
と
な
る
の
は
、
W
・
G
・

λ

コ
ッ
ト
お
よ
び

P
・
ド
ブ
y

カ
I

C
見
解
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
は
、
パ
レ
ー
ト
の

γ

)
 

「
組
織
に
お
け
る
人
間
行
動

ω
神
秘
を
解
く
鍵
は
シ
ス
ナ
ム
の
理
論
の
な
か
に
あ
弘
」
と
し
て
、

ジ
ス
テ
ム
分
析
の
枠
組
と
り
関
連
か
ら
、

ジ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
、

そ
れ
ら

ω
構
成
一
要
素
間
を
連
U

和
す
る
過
程
治
よ
び
グ
ス
テ
ム
山
ゴ

ー
ル
の
コ
一
点
に
つ
い
て
考
察
を
展
附
す
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
、
フ
ォ
マ
ル
・
ォ

l
ガ
エ
ゼ
イ
ジ
ョ
ン
、
イ
γ
フ
ォ
ー
マ
ル
・
オ

l

ガ
ニ
ゼ
イ
シ
ョ

γ
、

地
位
お
よ
び
役
割
・
期
待
体
系
の
構
造
公

Z
E
E
Eロ
ヨ
え

E
E
E
P
E
E
-
0
2
]目
立

5
3
3
1。田町)、

物
的
作
業
環
境
と
い
う
諸
構
成
要
京
心
、
要
宗
自
体
心
な
か
で
の
相
互
作
用
沿
よ
び
要
素
間
の
相
互
作
川
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
を
述
結

す
る
過
釈
を
コ
ム
ニ
ィ
ケ
ー
ジ
ョ
γ
、
均
衡
‘
意
思
決
定
と
い
う
三
つ
の
作
加
で
と
ら
え
、
と
の
シ
ス
テ
ム
の
ゴ
ー
ル
を
成
長
と
安
定

に
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
論
の
各
ア
プ
ロ
ー
チ
に
そ
の
所
を
与
え
て
い
る
υ

ま
た
ド
ラ
グ
カ

l
は
、
組
織
問
題
に
論
及
す
る
平

で
、
正
し
い
組
織
構
造
に
迫
る
た
め
に
は
、
活
動
分
析
、
意
思
決
定
分
析
、
関
係
分
析
の
三
分
析
が
必
叫
主
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
か
か
る
見
解
ギ
モ
の
問
題
の
と
り
あ
げ
方
に
つ
い
て
、
た
沿
附
題
が
な
い
わ
け
で
は
た
い
が
、
少
く
と
も
組
織
の
統
合
埋
諭
を
ど



む
よ
う
な
も
一
ω
と
し
て
構
成
す
べ
き
か
に
つ
い
て
有
益
な
一
川
唆
を
提
川
し
て
い
る
。
換
百
す
れ
ば
今
迄
わ
れ
わ
れ
が
検
討
し
亡
き
た
諸

7
m
ブ
ロ
ー
チ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
告
の
悦
念

ι
よ
っ
て
統
合
を
意
関
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
山
体
と
し
℃
充
分
な
も
の
で
は
あ
り
え
ず
、

モ
山
相
互
補
完
の
上
に
『
止
つ

γ
マ
ハ
ナ
ム

m
山
諭
に
工
コ
て
こ
そ
初
め
℃
瓦
の
統
合
が
来
さ
れ
る
と
考
え
る
‘
へ
き
で
あ
ろ
う
n

己
の
山
川
は
、
あ
る
い
は
組
織
分
析
の
方
法
論
自
体
心
問
題
と
し
て
な
お
論
及
す
へ
き
余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
わ
れ
わ
れ
は
己
己

で
、
こ
り
よ
う
な
似
説
的
桁
論
と
し
て
の
組
織
論
の
方
向
が
、
休
日
担
論
に
と
フ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
一
の
か
を
む
し
ろ
次
に
考
え

て
み
た
い
。
何
故
な
ら
ば
悦
に
不
考
察
U
J初
め
に
甘
い
℃
(
九
一
巻
五
日
V
1
わ
れ
わ
れ
が
組
織
論
を
こ
の
よ
う
に
重
視
す
る
白
は
、

れ
が
経
一
日
営
理
の
廿
直
鎚
浬
諭
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
友
ら
J
S
W
O

と
す
る
と
当
然
前
喝
の
ご
と
き
仮
説
的
統
論
か
ら
な
る
組
織
論
と
管 そ

理
論
と
の
阿
の
関
係
が
問
題
と
た
る
か
ら
で
あ
る

u

組
織
論
の
研
究
と
同
慌
に
今
日
目
経
館
内
口
肝
一
論
も
か
な
り
多
様
な
観
点
か
ら
、
し
た
が
っ
亡
か
な
り
多
様
な
十
刀
法
と
内
存
を
も
っ
て

論
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
ワ
f
u
分
類
も
人
に
二
っ
て
呉
り
、
必
ず
し
も
一
株
で
は
な
い
。
例
え
ば
グ
l

ン
y
は、

H
F
O

〕
日
」

[
E以
内
仲
間
⑦
罰
百
口
け

H
M
円
。
。
2
ω
印
わ
『
。
。
]
一
H
F
o
ロ
日
ロ
ド
ロ
の
己
印
わ
『
。
。
「
叶
-
w
o
出
E
ロ
戸
口
出
o
E
P
J
E
H
m
n
F
。
。
一

の
各
派
に
分
け
る
し
、

]
H
H
⑦
印
。
n
H
m
w
L
印
可
ω
↓
庁
内
向

H
印
n
F
c
。
y

H
F
O
 

U
0
2
2
。
ロ
叶
}
冨
2
4
J
H
U
O

日

r
p
t
H
O
S
E
目
白
-
m
n
F
C
E

ま
た
へ
イ
ン
ス
や
マ
ソ
ヅ
ー
は
、

。ロmw
h片
岡
品
一
釦
江
ぐ

σ

h
r
E
V
H
。
p
n
E
o
p
H
F
F
ロ
P
聞
の
口
丘
町
ゎ
C
ロ
C
E
M
C
印
砕
〉
2
。
戸
ロ
E
ロ
m
-
司
E
4
0
2
己
印
。
円
以
~
-
P
ロ
ぷ
山
σ
自
⑦
ロ
伸
一

に
分
け
て
い
る
。

印
2
0
ロ
t
悼
の
日
E
E
問
。
目
。
ロ
寸

同
区
E
m
w
ロ
同
己
E
5
ロ
∞
、
目
。
F
2
H
O
E
-
印
2
。
R
m
m

而
し
て
厄
介
な
こ
と
に
こ
れ
ら
の
持
接
近
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
何

ら
か
の
意
味
で
現
在
に
生
き
て
い
る
し
、
ま
た
必
嬰
で
も
あ
る
。
で
は
こ
れ

b
の
全
て
が
雑
然
と
混
在
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
そ
れ
が

ま
た
経
科
管
理
の
特
徴
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
そ
う

c
は
考
え
り
れ
な
い
の
と
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
に
叫
航
さ
れ
た
問
題
口
、

経
営
管
埋
の
本
質
士
見
究
め
、
そ
れ
を
明
確
に
規
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
他
の
諸
捺
近
世

ι置
づ
け
、
配
列
す
る
己
と
に
あ
一
る
と
い
え

ア
メ
リ
カ
経
日
苧
の
一
到
山
日
開

相
九
」
l

三
巻

ブL
ゴL

由主

ゴム



ア
メ
リ
カ
経
灯
、
子
の
一

m向
日
開

第
九
ア
二
巻

。。
第
二
ワ

ノ、

る
で
あ
ろ
う
。
特
に
最
近
の
ご
と
く

自

Z
E
E
5
1
v
E
2
4司
5
2
7
が
強
〈
要
求
さ
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
傾
向
を
強
め
て
行

〈
事
情
の
も
と
で
は
、
導
入
さ
れ
顧
み
ら
れ
台
以
内
挺
近
を
点
に
効
呆
的
な
も
の
と
し
、
経
営
骨
四
止
を
し
て
雑
然
た
る
知
識
や
技
法
の
集

合
体
た
ら
し
め
友
い
た
め
に
も
そ
れ
が
必
要
と
な
る
。
己
の
点
で
ク

1
ソ
ツ
泊
所
論
を
与
ょ
う
。

彼
は
、
経
営
管
理
を
説
く
前
述
の
ご
と
き
各
派
の
輩
出
と
そ
れ
に
よ
っ

τも
た
ら
一
さ
れ
て
い
る
混
乱
の
理
由
と
し
て
、
語
義
の
不
明

確
性
、
管
理
の
概
念
の
不
明
確
性
、
新
奇
玩
理
論
主
唱
え
よ
う
と
す
る
人
々
心
出
現
、
従
来
の
諸
原
理
の
誤
解
、
論
者
が
相
互
に
他
説

を
認
め
合
お
う
と
し
な
い
こ
と
の
六
つ
を
あ
げ
る
。
巾
し

τか
か
る
混
乱
を
解
く
た
め
に
は
、
管
理
主
特
殊
な
知
識
の
分
野
と
し
て
明

権
に
規
定
し

〔
「
な
わ
ら
一
正
式
に
組
磁
化
さ
れ
た
集
団
心
人
々
に
よ
っ
て
仕
引
を
す
る
こ
と
て
か
か
る
符
盟
の
前
動
に
関
連
す
る
の
他
関
連
科

学
(
例
凡
ぱ
数
学
、
公
計
、
経
済
即
論
、
心
朋
学
な
ど
)
士
、
管
理
の
助
長
と
促
進
の
た
め
に
統
合
し
、
管
理
の
内
容
と
な
る
一
言
葉
を
明
確
化

し
、
さ
ら
に
か
く
し
て
確
立
さ
れ
た
管
理
主
実
地
に
検
証
し
つ
つ
そ
の
純
化
に
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
い
、
か
か
る
要
求

を
満

f
管
理
論
の
公
準
守
口
件
。
2
ろ
と
し
て
次
の
ご
と
き
五
つ
の
点
主
指
摘
す
る
。

一
、
モ
の
知
識
と
研
究
白
領
域
は

E
E
d
g
z
o

な
も
の
た
G
こ
と
、
二
、
管
理
実
践
に
有
用
な
る
こ
と
、
三
、
語
義
上
の
障
壁
の
な
い
こ
と
、
回
、
研
究
や
教
育
に
と
っ
て
モ
の
方
向

テ
与
え
う
る
も
の
だ
る
こ
と
、
五
、
よ
り
大
き
な
全
体
。
民
間
2
g
E
2
2
0
)
の
一
郎
た
る
こ
と
。

こ
れ
よ
り
グ

l
ソ
ツ
の
求
め
る
も
の
は
表
現
こ
そ
呉
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
求
め
る
管
理
の
基
礎
理
論
白
確
立
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
解
さ

れ
る
が
、
彼
自
身
は
そ
れ
が
上
り
具
体
的
に
は
何
に
求
め
ら
る
べ
き
か
を
示
し
て
は
い
た
い
。
し
か
し
彼
も
繰
り
返
し
説
〈
ご
と
く
、

管
理
の
本
慣
が

m
E丘
戸
田

2
4
5
沼

f
z
p
g
d
u
官
0
1
0
で
あ
る
限
り
、
彼
の
求
め
る
経
惇
管
理
の
基
礎
浬
論
は
、

と
同
様
、
組
級
な
い
し
は
γ
ス
テ
ム
の
理
論
と
な

b
r
f
c
J
r
え
な
い
の
で
は
な
W
か。

わ
れ
わ
れ

既
に
拙
草
引
に
沿
い
て
も
ら
れ
た
ど
L
L

く
、
従
来
の
経
営
管
理
論
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
論
に
基
く
管
理
諸
制
度
(
な
い
し
は
技
法
)



日
体
系
と
し
て
発
民
し
て
き
た
。
と
己
ろ
が
最
近
主
と
し
て
行
動
科
学
者
達
に
よ
っ
て
そ
の
恭
礎
的
前
提
た
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
論

耐
し
て
そ
れ
は
経
営
と
い
う
組
織
休
を
、

行
勤
の
体
系
と
し

τ再
度
見
直
す
機
会
を
ら
え
る
こ
と
と
託
つ

h
。
現
代
組
織
論
的
課
題
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。

ζω
ょ
う
K
経

が
攻
撃
さ
れ

ゆ
り
動
か
き
れ
る
に
至
っ
た

フ
ォ
ー
マ
ル
た
杵
K
こ
だ
わ
ら
ず
組
織
的

何
一
官
理
論
の
前
提
た
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
論
が
、
現
代
組
織
論
i
よ
っ
て
全
く
そ
の
芯
義
主
新
ら
た
に
し
て
と
づ
て
か
わ
b
れ
る
と

(
す
な
わ
ち
経
常
件
起
の
拡
礎
山
内
論
と
し
て
す
え
ら
れ
る
し
乙
)

フ
ォ
1
7
と
な
組
織
論
を
前
提
と
し
て
モ
の
上
に
繁
か
れ
て
き
土
管
理
諸
制

す
な
わ
ち
繰
返
し
い
う
ご
と
く
、
滑
車

ω
本
質
が
問
。
片
岡
ロ
明

度
山
、
技
法
も
新
ら
た
に
再
検
討
の
必
要
が
生
じ
て
く
る
己
と
と
な
る
。

仲
町
己
凹
ω
ι
0
5
2
M
gロ
も
]μ

。
。
立
。
と
い
う
性
格
の
活
動
で
あ
る
以
上
、
従
米
の
州
市
μ

理
制
民
h
T
技
法
が
、
人
々
の
活
動
を
令
程
的
に
方

向
づ
け
る

(
1
5
E口問
)
O門官
ENH口
町
)
と
と
も
に
、
モ
の
方
向
づ
け
ら
れ
た
人
々
の
活
動
が
、

て
の
過
程
に
沿
い
て
い
か
に
進
行
し

つ
つ
あ
る
か
を
迅
速
・
適
確
に
把
握
す
る

(
B
E
E
Fロ
間
)
点
で
来
し
て
充
全
在
も
の
か
否
か

ω検
討
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

経
常
管
制
仕
の
基
礎
見
論
と
し

τ要
求
さ
れ
る
組
織
論
の
側
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
が
基
礎
理
論
で
あ
る
か
ぎ
担
、
か
か
る
新
b
し
い

組
織
論
は
、
第
一
に
従
米
の
ブ
k

l

マ
ル
な
組
織
論
ゐ
よ
び
そ
れ
を
成
立
せ
し
め

τ
い
た
諸
前
提
に
必
ず
し
も
と

b
わ
れ
た
い
よ
り
広

い
視
野
に
立
っ
た
組
織
慨
を
も
ち
、
鈴
二
に
か
か
る
組
織
観
か

b
導
き
出
さ
れ
る
休
系
が
経
蛍
諸
活
動
を
一
貫
し
℃
解
明
し
う
る
も
の

た
る
己
と
(
百
庁
OEZEm-EmwH寸
1
4〉

Z
m
R
F
を
矛
盾
な
く
七
の
体
系
に
吸
収
し
う
る
も
の
た
る
こ

k
¥

故
後
に
己
の
体
系
白
用
意
す
る
分
析

要
具
が
経
営
管
理
の
た
め
の
制
度
十
扶
法
の
点
向
を
正
し
く
示
唆
す
る
か
ま
た
は
モ
の
具
体
的
方
訟
を
も
提
供
し
う
る
も
自
で
あ
る
こ

と
が
要
請
さ
れ
る
白
で
あ

h
o
今
日
の
経
蛍
管
理
白
課
題
は
ま
さ
に
か
か
る
公
準
に
か
な
う
組
織
論
的
確
立
と
、
そ
れ
に
よ
る
管
理
制

度
治
よ
び
技
法
の
整
備
札
ほ
か
な
、
り
な
い
。
両
し
℃
か
か
る
公
準
に
か
な
う
組
織
論
己
主
、
わ
れ
わ
れ
が
仮
説
的
結
論
と
し
て
提
示
し

た
。
前
述
の
ご
と
き
少
く
と
も
三
ツ
の
依
近
を
主
軸
と
す
る
γ
月
テ
ム
の
理
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
モ
の
理
由
を
次
に
考
察
し
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
紅
白
学
の
一
動
向
伺

第
九

l
二
巻

ず

にノ

tfi 

七



ア
メ
リ
カ
~
開
門
学
心
一
動
向
付
門

第
九
」
i

一品

o 

抗
一
七
勺

ノ¥
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市
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国
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E
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民
国
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山
口

川

W
勺
町
口
同
戸
戸

σ
H
E
F
H
Z
旬
、

QhhnmG
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に
E
R
hミロ
E
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冨

日

仏

}
h
u
p日
U
H
G

川
W
出
問
。
。
E
N
一一一一点
p
w
E
m
F
5
0
己

記
Pロ
品
。
E
E仲
叶

Z
Q
H戸
、
同
切
同
一
]
己
可
〉
戸
四
日
句
。
日

川

W
3
4
4
E
ζ
ロ
2

防乙
Hし
己
E
E
P
トダ

E
S
Q
h
S
E
E九
?
"
と
V
2
2言
4
F
Q
之
E
h
Eヨ
呂
巴

川
川
】
ハ
。
。
ロ
戸
NJ01守
巴
町
、
廿
日
V

U

出
品
目

的

経

j
hけ
が
h

川
心
主
践
を
組
織
論
に
求
め
る

M
喝
は
、
山
く
は
バ
ー
ナ
ー
下
、
政
近
で
は
W
ブ
ラ
ウ
ン
な
ど
に
J

っ
て
代
中
ぶ
さ
れ
ゐ
が
、
か
か
る
主

張
が
、
と
も
に
七
染
料
れ
れ
の
ヴ
ヱ
テ
ラ
ン
述
心
続
問
に
時
く
も
の
で
あ
る
ニ
と
は
山
口
に
仙
す
る
し
r
こ
ろ
と
い
え
k
う。

川
w

川
村
「
臥
川
氏
主
』
経
川
川
A

川
一
、
川
利
一
卜
正
午
、
一

O
九
一
一

k
H
G

同
フ
ィ
プ
ナ
!
と
シ
ャ

l

ヴ
ァ
ド
は
、
将
求
心
細
靴
諭
に
つ
い
て
論
「
る
却
で
、
新
ら
し
い
川
州
市
の
も
つ
べ
き
一
一
つ
心
来
準
を
、
科
目
部
に
伝
達
し
う

る
も
の
た
る

P

之
、
よ
り
有
効
な
も
の
た
る
こ
之
、
よ
り
骨
辺
的
な
も
の
た
る
こ
と
に
求
め
、
か
か
る
来
判
を
そ
な
え
た
新
ら
し
い
理
論
が
山
現
す

ゐ
ま
で
、
そ
の
杭
ム
円

ιyZ認
が
ず
、
折
ら
し
い
荷
按
近
の
主
張
す
る
諸
慨
A
A

〔
例
主
ば
芯
思
決
定
、
相
互
作
刷
、
融
合
な
ど
)
に
よ
っ
て
組
織
現
象
を

糾
問
す
る
の
が
政
書
と
論
じ
て
い
る
(
』
出
廿
出
山
口
白
仔
司

H
V
2
5
コ2
0
巳
一
ト
ミ
ミ
N
Z
Z
E
5
0一
応
口
走
塁
己
ミ
号
、
y
H山岳号、

F
V
~
5日)。

四

現

代

経

営

管

理

論

の

検

討

τ二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

ヒ
述
心
一
ご
と
ず
課
題
を
念
頭
に

b
h
て
、
経
九
円
川
市
は
四
吐
諭
を
反
問
す
る
技
近
の
ま
と
ま
っ
た
仕
」
れ
を
み
る
と
、
り
て
の
な
か
に
は
大
別
し

一
つ
は
明
ら
か
に
四
世
代
組
織
論
を
モ
の
前
提
と
し
℃
す
え
、
そ
の
上
に
止
っ
て
経
営
判

四
四
一
識
を
悦
開
し
工
う
ー
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
伝
統
的
な
経
常
管
朋
論
の
体
系
を
基
本
的
に
は
保
持
し
づ
っ
、
病
ら
し
い
諸
持
近
(
粘

に
行
動
科
学
心
前
成
川
去
を
か
な
り
の
担
何
度
導
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
前
者
心
代
表
は

冨

国

】。ロ
2
-
同
N
R
h
E
Z
R
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じ~
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同

ずに
?求
0

0
2) め

包

こ こ
:tLと
竺が

-e 
才ゴシ どる

祭」
か

長後
者7'i

かごゴ

名言
め H

よ
ソ

~ 
司

国
民
。
羽
田

E

2
己
門
何
回
己
目
日
戸
叶
言

3
2
2旬

二

L
!
?
γ

と
十
マ
ー
に
よ
る
と
、
経
営
者
の
仕
事
は
、
作
業
平
業
務
色
白
b
遂
行
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
〈
、
他
心
人
々

r

ょ
っ
亡
遂
行
さ
れ
る
か
か
る
諸
市
助
主
統
折
(
の
一
討
丘
E
え
る
ず
る
こ
と
で
あ
り
、
毛
れ
は
本
来
一
つ
の
一
社
会
的
過
程
で
あ
る
。
而
し

て
か
か
る
社
会
的
過
釈
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
経
常
活
動
心
過
程
で
何
が
起
り
つ
つ
あ
る
か
(
陪
呪
筆
者
)
を
正
し
く
岡
山
怪
す
る
こ

と
が
他
心
符
問
所
勤
に
も
ま
し
て
必
要
と
な
る
o

今
ま
で
こ
の
1
M
に
つ
い
て
は
何
ら
の
知
的
準
備
も
な
か
っ
た
が
、
最
近
の
社
会
科
学

3

1

1

 

の
建
造
は
こ
れ
に
答
え
る
多
く
心
も
の
を
提
供
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
表
引
は
行
動
科
学
や
現
代
組
織
論
の
骨
四
論
へ
の

民
献
を
明
ら
か
に
認
め
る
も
の
で
あ
り
、

ー一コ

1
7
v
u
前
の
仕
事
(
是
喜
三
h
H
E
N
N
E
Aミ
N
O
P
E
日
目
)
に
は
み
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。

で
は
そ
の
こ
と
が
仕
事
の
内
容
に
ど
心
主
う
に
比
映
し
て
い
る
の
か
。

例
え
ば
組
織
榊
成
に
h
d

け
る

件。-v
l
ヰ

od司
ロ
戸
官
同
M
H
C
m
H
C
H
W

十亡

止

ら
な
い
百
立
。
日
ー
ロ
司
品
目
肖
O
R
F

の
重
↑
視
や
什
事
の
遂
行
単
位
と
し
て
の

吉
存
立
包
ヨ
の
主
張
、

計
画
守
為
に
お
け
る
決
J

冠
の
前

提
白
考
慮
、
指
揮
ノ
日
為
に
お
け
る

Z

C

当

3
4
2
E日
ロ

E
E
t
g
の
強
調
、
統
制
行
為
に
ゐ
け
る
経
営
成
果
の
測
定
白
た
め
の
多
く

の
指
標
へ
の
注
け
や
統
制
に
対
寸
る
人
々
の
反
応
の
重
視
た
ど
行
動
科
学
の
成
川
市
の
導
入
の
努
力
が
随
所
に
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
前
節

ω
末
比
に
川
し
た
今
日
の
経
営
管
思
の
課
題
に
照
し
て
み
た
場
合
に
、
我
々
の
期
待
と
は
ま
だ
か
な
り
距
離
が
あ
る
と

円
わ
ね
ば
た
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
経
常
管
理
を
一
つ
の
社
会
的
過
程
と
し
て
み
る
と
主
張
し
な
が
ら
、
モ
心
社
会
的
過
程
を
い
か
に
と

ら
え
る
の
か
に
つ
い
て
何
b
明
確
な
県
論
を
提
川
し
て
い
な
い
。
換
言
す
札
ば
管
理
の
社
会
的
過
程
と
し
て
の
性
格
を
強
調
す
る
以
上

は
、
川
ら
か
の
新
ら
た
左
組
織
論
托
よ
ら
ね
ば
な

b
ぬ
は
ず
な
の
に
、
わ
れ
わ
れ
は
モ
白
表
現
心
設
か
に
伺
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
か
か
る
弱
点
、
す
な
わ
ち
経
常
管
理
が
そ
れ
に
依
存
ず
へ
き
基
礎
理
論
と
し
て
の
組
織
論
の
不
明
示
の
弱
点
は
、
モ
の
管
理
論
の

ア
メ
リ
刀
経
常
学
の
一
動
向
伺

第
九
「
一
一
巻

n 

第
二
日
ヴ

JL 



ア
メ
リ
カ
経
何
学
の
一
動
向
付

第
九
十
二
巻

。
四

第
ニ
号

四。

具
体
的
展
開
に
際
し
て
各
所
に
あ
ら
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
を
本
書
の
新
b
し
い
主
長
点
の
若
干
に
づ
い
て
み
る
と
、
前
述
の
組
織

構
成
に
お
け
る

E
E
o
E
4
3
H
U
5
2
F
キ

Z
件
宮
ω目
形
成
の
主
張
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
方
法
的
基
礎
の
点
で
必
ず
し
も
明
確

彼
等
が
自
ら
強
制
す
る
ご
と
く
人
々
の
行
動
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、

で
は
な
い
。
さ
b
に
ま
た
統
制
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
い
わ
ゆ
る
予
算
統
制
に
依
存
し
て
い
る
。
し
か
し
も
し
管
理
が
、

か
か
る
社
会
的
過
程
に
沿
い
て
何
が
起
り
つ
つ
あ
る
か
(
筆

者
傍
ム

mm)
を
知
る
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
た

b
、

予
算
統
制
は
必
ず
し
も
そ
の
要
求
を
充
分
に
満
し
う
る
も
の
と
は
い
え

た
い
。
己
れ

b
u
諸
点
に
つ
い
て
は
既
に

E
O
E
2
5
E
E
m
w出目
v
g
R
F
が
新
b
し
い
提
案
全
試
み
て
い
る
と
と
を
み
て
き
た
か
ら
再

論
は
さ
け
よ
う
。

士
た
ニ
ム

l
y
y
と
サ
ー
ー
の
此
の
書
で
は

ι
o
n
E
5ロ
E
p
r
E
m
o司
]
U
E
R
F
が
大
巾
に
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、

も
し
こ
の

4
Y
E
n
F
が
彼
等
臼
管
理
論
展
開
白
王
軌
と
な
ワ
一
工
い
る
の
な
ら
、
既
に
ジ
ヤ
ッ
グ
ス

(Hり
す
(
山
口
。
ろ
に
よ
ヮ

τ主
張

さ
れ
、

本
稿
で
も
ブ
ラ
ウ
ン
の
仕
事
山
紹
介
を
過
し
て
み
て
き
た
い
わ
ゆ
る

t
目。

J
4
5
慨
念
が
何
処
か
に
考
慮
さ
れ
て
も
よ
い
は

ず
で
あ
る
。
さ
b
に
ま
た
経
営
成
果
の
測
定
の
た
め
に
利
潤
の
み
に
依
存
し
な
い
多
く
の
指
標
が
あ
げ

b
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ

る
従
米
白
山
。
E
E
C
号
円
を
捨
て
て
、

4
1
σ
自

E
。
品
己
(
そ
の
っ
ち
心

o
p丘
=
2
0
2
E
E
E〉
に
よ
る
こ
と
を
吊
し
て
い
る
。

し
ヵ、

し
こ
の
有
効
性

ω
判
定
来
平
に
関
す
る
議
論
に
は
な
i
h

心
不
徹
底
友
山
川
の
存
す
る
こ
と
を
一
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
と
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い

て
は
右
治
論
及
す
べ
さ
余
地
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
い
い
た
い
の
は
、
か
か
る
弱
点
が
、
既
に
指
摘
し
た

ご
と
く
、
い
ず
れ
も
直
接
に
せ
よ
、
間
接
に
せ
よ
、
管
理
論
の
某
礎
珂
論
と
し
て
の
組
織
論
の
不
徹
底
な
把
握
に
原
因
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
彼
等
が
そ
の
序
文
で
述
べ
て
い
る
ご
と
く
、

E
Z
Z
E
E
-
Hロ
R
U
L出
国

2
2
y
を
と
り
入
れ
、
確
立
さ

れ
た
い
官
加
担
論
を
打
ち
出
モ
う
と
ナ
る
の
な
ら
、
そ
の
前
に
か
か
る
諸
接
近
を
矛
盾
な
く
導
入
し
、
経
常
諸
活
動
と
そ
れ
に
伴
う
諸
制
度

山
、
技
法
に
一
貫
性
を
与
え
う
る
基
盤
と
し
て
の
一
明
徳
な
組
織
論
を
確
認
し
て
ゐ
く
己
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。



こ
の
山
川
で
ジ
ョ

1
γ
ズ
の
仕
事
は
若
し
い
対
照
を
た
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
ま
ず
意
思
決

AKの
過
程
を
一
般
的
に
で
は
あ
る
が

か
な
り
許
制
に
検
討
し
(
可
和
江
戸
ロ
2
5
5口
出
向
巳
口
口
明
〕
、
次
い
で
第
二
郎
に
沿
い
て
経
営
者
に
と
っ
て
さ
「
わ
め
て
軍
要
た
課
題
で
あ

ふ
部
下
に
上
む
決
定
心
谷
一
部
山
問
問
を
解
明
し

(
H
M
P
Z
F
。
日
ロ

E
m
〉

2
4戸
口

2
。
同
開

2
E
E
E
)
、

己
の
上
う
な
準
備
の

t

で
経
営
管
型
心
諸
活
動
士
、

計
画
樹
立
、

組
織
機
構
の
形
成
、
統
制
の
各
一
聞
に
わ
た
っ
て
考

L

祭
す
る

(
P
E
H
F
-
E
E
Eロ
回
目
ι

H
M
Z
江
戸
回
国
間
同

0
2〉。

こ
の
よ
う
に
ジ
ョ

1
y
x
は
彼
の
仕
事
の
大
半
を
、
円

1
ナ

I
ド
・
サ
イ
モ
ン
四
社
論
に
依
存
し
つ
つ
意
思
決
定

過
程
か
ら
な
る
組
織
行
動
の
解
明
に
捧
げ

か
か
る
組
織
論
の
艮
開
と
の
関
連
か
ら
、

経
信
仲
村
田
U
U
荷
活
動
、

さ
b
に
は
管
抑
制
度

h
T
技
訟
を
意
義
づ
け
、

位
置
づ
け
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
彼
の
特
徴
は
か
か
る
本
書
の
構
成
の
み
な

b
ず、

そ
の
一
内
需
門
に
沿
い
て
も

従
米
で
は
み
ら
れ
在
い
多
く
の
特
徴
点
が
、
前
述
の
ご
と
き
明
確
な
組
織
論
に
去
さ
つ
つ
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
モ
れ
を
経
営
管

班
心
J
り
具
体
的
艮
開
に
つ
い
て
み
る
と
、
決
定
前
提
と
し
て
の
経
営
環
境
の
詳
細
な
分
析
と
そ
の
一
予
測
の
重
視
(
第
十
一
、
十
二
章
〉
、

政
策
形
成
に
沿
け
る
利
害
関
係
集
団
の
取
扱
い
方
l
l
i
い
わ
ゆ
る
0

出
E
4
Z
σ
E
F
2
4
の
具
体
制
以
附
ー
ー
ー
ハ
第
十
一
二
九
百
十
)
、

組
織
形

成
に
治
け
る
い
わ
ゆ
る
『
C
2
c
E
ロ
℃
戸
市
]
同
c
p
h
F
(第
十
章
)

左
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
概
ね
か
か
る
特
徴
を
も
っ
ジ
ョ

l
ン
ズ
の
管

理
論
は
、
あ
ま
り
に
も
組
織
行
動
の
鮮
明
に
力
が
注
が
れ
す
ぎ
た
た
め
、
工
り
具
体
的
在
管
理
論
の
内
容
快
聞
の
点
で
た
語
論
及
し
た

り
し
た
い
点
の
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
少
く
と
も
ニ
品

l

マ
Y
と
サ
マ
ー
の
一
前
掲
臼
仕
事
と
比
校
す
る
時
、
現
代
経
営
管
毘
論
の

課
題
に
答
え
る
方
向
を
正
し
く
辿
り
ワ
つ
、
そ
れ
を
よ
り
具
体
化
し
た
も
の
一
と
し
て
注
目

r値
す
る
。

し
か
し
こ
こ
で
特
に
注
意
し
た
い
の
は
、
ジ
ョ

1
ソ
ズ
臼
管
理
論
の
依
拠
す
る
組
織
論
が
、
現
代
組
織
論
で
あ
る
に
し
て
も
、

γ
ス

テ
ム
と
し
て
の
組
織
分
析
の
要
具
を
品

2
E
E
E与
己
四
省
官
。
E
F
の
み
に
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

も
と
上
り
組
織
分
析
に

と
づ
℃
怠
思
決
定
行
動
干
そ
の
決
定
前
提
へ
の
住

H
は
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
分
析
祝
I
A
で
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
管
浬
4
4

酬
の
展
開

rと
っ

ア
メ
リ
カ
経
科
学
の
一
動
向
付

第
九
十
一
巻

0 
.71 

第
一
り

四



ア
メ
リ
カ
続
日
刊
f
の

動

向

伺

第
九
」
l

二
巻

。
ノ、

第
一
一
川
勺

同

ζ
h
v
か
に
有
効
か
は
あ
ら
た
め
て
論
を
ま
た
な
い
周
知
的
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
意
思
決
定
、
特
に
竹
田
明
決
定
が
よ
り
正
し
〈
行
わ
れ

う
Q
た
め
に
は
、
そ
こ
に
提
供
占
れ
る
情
報
の
質
が
問
題

ιな
る
。
す
な
わ
ち
経
営
と
い
う
一
つ
一
白
シ
ス
テ
ー
が
ど
の
よ
う
た
活
動
を

は
は
開
し
づ
つ
あ
る
か
か
一
込
述
・
適
却
に
把
握
し
う
る
情
報
が
必
要
で
あ
り
-
、
附
し
て
そ
臼
情
報
は
経
常
が
や
は
り
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
以
上
、
モ
れ
を
椛
成
し
、
あ
る
い
は
モ
れ
を
め
「
る
諸
要
問
問
心
相
互
依
存
関
係
に
関
す
る
情
報
で
な
け
れ
ば
な

b
な
い
は
ず
で

あ
ゐ
ο

こ
の
点
に
つ
い
て
ジ
ョ

1
ン
ス
の
管
理
論
は
、
前
に
わ
れ
わ
れ
が
ニ
ュ

l

マ
γ
と
サ
マ
ー
の
仕
事
に
つ
い
て
指
摘
し
た
の
と
同

際
の
欠
陥
を
露
呈
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
予
算
統
制

ω役
割
の
認
識
が
モ
れ
で
あ
る

こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に

】ロ丹
α叶
p
n
件。ロ】的↓庁

告
MU吋

Z
n
y
主
検
討
す
る
山
一
川
摘
に
お
い

τふ
れ
て
き
た
か

b
再
論
は
さ
け
る
が
、

こ
の
よ
う
た
欠
陥
は
ジ
ョ
ー
γ
ズ
自
体
に
原
悶
す
る

と
い
う
よ
り
、
モ
の
竹
州
論
が
依
存
す
る
組
放
論
に

k
る
も
の
と
考
え
た
い
。
何
故
な
ら
ば
組
織
行
動
に
と
っ
て
意
思
決
定
は
士
さ
に

快
略
的
要
悶
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
組
織
行
動
分
析
り
全
て
全
面
い
う
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
一
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
が
前

節
に
お
い
て
述
べ
た
仮
説
的
結
論
を
市
封
書
き
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
一
現
代
経
営
管

m論
が
そ
の
本
礎
と
し
て
も
つ
，
へ
き
組
織
論

は
、
わ
れ
わ
れ
が
本
考
察
に
お
い
て
紹
介
し
て
き
た
少
く
と
も
一
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
そ
心
内
蒋
と
す
る
ジ
ス
テ
ム
即
一
論
と
し
て
の
組

地
論
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

ω
品
代
利
融
諭
(
目
E
O
H
ロ
。
吋
m
p
H
M
M
E
C
E
F
2
3
〕
と
は
、
ス
コ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
組
織
を
シ
ス
テ
ム
(
構
成
要
指
り
相
正
依
存
の
体
系
)
と

考
え
叫
舵
ん
は
概
念
的
分
析
的
主
礎
〈
の
。
ロ
2
1
ロ
巳
ゐ
ロ
ω
ゲ
止
の
包
げ
E
O
)
を
も
ら
、
経
験
的
デ
ー
タ
に
依
存
し
ん
は
が
ら
、
何
ら
か
の
統
合
的
性

怖
の
剤
耐
州
市
を
民
間
ず
る
も
の
と
制
定
さ
れ
る
(
宅
わ
印
E
Z
色
町
二
}
匂
己
∞
)
。
な
お
、

H~
『
出
己
耳
一
出
向
。
K
G
E
Q
者
Q
S
P
R
N
E
S
M
1
r
o
-
-

一口出回一])勺NJAHjh山
5
3

日一。

川

ω何
な
お
川
M布y桁
れ
の
グ

A
l
プ
に
入
れ
ら
れ
る
J
も
ゆ
の
と
し
て
は
、
出
出

k〉〆
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口
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冨
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河
r
z
z
v
N
J
4
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U
と
た
喜
久
見
言
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6
5
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F
呂
田
同
耳
出
円
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湾
口
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N
G
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遣
さ
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ア
メ
リ
カ
経
何
学
の
一
動
向
H
H

第
九

l

十
二
巻

。
ノに

第
二
号

四
四

た
た
め
、
か
な
り
荒
い
ス
ケ
ッ
チ
に
終
り
、
者
察
の
展
開
過
程
に
お
け
る
詩
論
点
主
、
他
白
資
料
も
加
え
た
が
ら
詳
細
に
立
入
っ
て
検

討
す
る
機
会
も
も
て
た
か
っ
た
し
、
さ
ら
に
前
述
ゆ
ご
と
さ
V

ス
テ
ム
理
論
が
ど
の
よ
う
な
も
の
↑
と
し
て
楕
成
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ

れ
が
管
現
前
お
よ
び
符
理
実
践
と
い
か
に
関
連
す
る
か
を
よ
り
具
体
的
に
却
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
と
れ
ら
の
残
さ
れ
た
古
川
に
つ

い

τは
他
の
機
会
に
取
扱
う
こ
と
と
し
、
最
後
忙
本
論
稿

rm出
北
す
る
若
干
の
山
川
を
補
足
し
て
お
き
た
い
と
忠
、
っ
。

モ
の
第
一
は
、

]

4

4

門
戸
己

E
Zロ
が

f
t
p
m
o
o片
山
吉
見

F
2】

ω:
同

国

』

印

。

司

件

。

丘
-

H
甲
町

N

に
お
い
て
、
「
分
析
の
時
代
」

か
b
「
統
合
の
時
代
」
へ
の
歴
史
的
移
行
の
過
程
に
お
い
て
経
営
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
位
、

「
分
析
の
時
代
」
の
概
念
的
枠
組

(の。ロ

2
1
5
-
R
Y
O目
。
)
は
当
然
不
適
切
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
速
ャ
か
に
こ
れ
を
拾
て
去
り
、

事
態
を
全
体
の
構
造
に
沿
い
亡
と
ら
一
ぇ
、

計
画
L
、
行
為
を
成
功
に
導
か
し
め
る
概
念
的
枠
組
を
見
州
す
亡
と
の
急
務
を
説
き
、
今
日
の
経
営
者
に
要
求
き
れ
る
こ
「
と
し
て
、

次
の
四
品
を
あ
げ
て
い
る
。
す
介
。
わ
ち
、
組
織
全
体
の
活
動
に
関
す
る
よ
り
多
く
の
知
識
の
開
発
、
か
か
み
知
識
の
市
し
い
伝
達
場
所

ム
野
よ
び
万
訟
を
学
び
、
統
合
と
い
う
雰
閉
気
の
な
か
で
全
過
程
存
有
効
に
す
る
適
切
た
動
機
づ
け
と
統
制
の
方
法
の
発
展
が
そ
れ
で
あ

る
。
か
か
る
の
巳
E
Zロ
の
一
要
望
一
に
答
え
る
ご
と
く
、

印

叶

E
2
は、

ミ
叶

FO
冨
E
p
m司
一
∞
]
。
『

}mwω
宮
古
田
名
目
V
2
p
c
yこ
均

切
出
}
]
戸
口
町
与
呂
田
叫
に
沿
い
て
、
今
日
心
経
営
者
に
と
っ
て
の
瓦
の
課
題
は
、

原
子
時
代
と
い
う
前
提
に
立
っ
て

P
H
b
の
仕
事

を
考
え
な
治
し

τみ
る
乙
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
経
質
心
全
活
動
を
諾
う
シ
ス
テ
ム
理
論
の
発
展
の
ほ
か
に
あ
り
え
な
い
こ
と
を
強
調

じ
、
バ
ー
ナ
ー
ド
理
論
を
媛
用
し
た
が

b
ン
ス
テ
ム
概
念
の
拡
大
、
シ
ス
テ
ム
白
目
的
と
し

τ
の
利
潤
概
余
白
修
正
、
モ
の
な
か
に
多

く
白
部
分
シ
マ
ハ
テ
ム
を
含
む
経
償
に
と
っ
て
不
可
欠
な
全
体
と
し
て
臼
シ
ス
テ
ム
白
統
合

(
ω
3
Z
E
E
t
q
p
t
oる
な
ど
の
諸
点
に

つ
い
て
、
具
体
的
た
例
も
用
い
つ
つ
一
検
討
し
、
か
か
る
シ
ス
テ
ム
県
論
に
よ
る
新
ら
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
約
束
す
る
も
の
と
し
て
次
回

諸
点
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
ら
し
い
知
識
を
管
浬
に
導
入
す
る
に
際
し
て
の
思
考
方
法
の
提
示
、
仕
事
の
関
連
に
つ
い

τ
の



枠
組
た
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
複
雑
な
環
境
と
の
関
連
の
明
確
化
が
そ
れ
で
あ
る
。
か
か
る
テ
イ
ル
ス
の
所
論
は
、
わ
れ
わ
れ
の

唱
え
工
う
F
一
す
る
と
こ
ろ
と
正
に
軌
を
一
に
し
て
い
る
品
で
き
わ
め
て
興
味
、
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
若
干
心
点
で
問
題
な
さ
を
え
な
い
。

そ
れ
は
彼
の
シ
ス
テ
ム
論
が
、
田
本

L
て
内
容
と
し
て
何
に
某
礎
づ
け
b
れ
て
い
る
か
、
ジ
ス
テ
ム
概
念
を
拡
大
す
る
と
い
う
が
、
そ
れ

を
経
営
と
い
か
に
関
連
づ
け
る
の
か
、
ジ
ス
テ
ム
の
目
的
と
し
て
の
利
潤
概
念
を
修
正
す
る
が
、
然
ら
ば
そ
れ
に
代
る
も
の
は
何
か
、

ま
た
と
れ
に
関
連
し
て
従
来
白
計
算
体
系
が
い
か
た
る
怠
義
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
に
細
み
注
治
さ
る
へ
き
か
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
か

か
る
問
題
は
い
う
ま
千
も
た
く
単
に
テ
イ
ル
ス
の
み
に
向
げ
ら
れ
る
に
止
ら
ず
、
シ
ス
テ
ム
閣
内
論
合
体
の
問
剛
胆
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

問
題
に
よ
っ
て
ほ
か
た

ptr一
の
解
決
の
試
み
の
進
ん
で
い
る
も
の
も
た
い
で
は
な
い
。
例
え
ば
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
中
心

と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
シ
ス
テ
ム

mm
究
」
の
動
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
た
試
み
も
た
治
現
在
の
段
階
で
は
全
経
常
を
「
情

報
の
流
れ
と
意
思
決
定
の
体
系
」
と
し
て
正

b
え
る
と
こ
ろ
ま
で
は
進
ん
で

b
h
ず
、
己
の
上
一
つ
な
勘
之
さ
を
考
慮
に
お
き
つ
つ
前
掲
の

諸
問
題
を
補
完
す
る
と
と
が
、
今
後
の
草
川
県
友
一
課
出
と
止
な
る
で
あ
ろ
う
。

ヘ
円
川
)

L
一
、
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1
i
z
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ア
メ
リ
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げ
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